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7 カウラ ヒ ドラ の 生活史 （配偶子形成よ り幼ポ リプ

ま で）につ い て

山 田真弓，久 保 田信 （北大 ・理 ・動物）

The　life　history　of 　Fukaurahydra 　 antheformis

（Hydrezoa ）

MAYuMI 　 YAMADA ，　 SHIN 　 KuBoTA

　 フ カ ウ ラ ヒ ドラ Fuhaurahydra 　anthoformis は

青森県深浦で 発見 され ，1977年に 新属新種 と して 記

載 され た もの で あ り，そ の 形態 な どに つ い て は す で

に 明 らか に され て い る 。そ の 後，本種は 北海道忍路

に も生息す る こ とが わ か り，忍路産の も の に つ い

て ，その 生活史 の 概略 を知 る こ とが で きた 。

　本種は 単立 の 大形 ポ リブで．忍路な どで は 波 の 荒

い 干潮線下 の 岩 や，岩上 に 付着す る フ ジ ツ ボ，イ ガ

イ な ど の 殻の 上 に 発見 され る。雌雄異体で，生殖体

は雌 ・雄と もに ヒ ドロ 花．ヒに 生ず る。雌生殖体内 に

卵母 細胞 が生 じ，それ ら は 周 囲 の 組 織 よ り栄養を と

ワ 入 れ ，次第に 大 形 と な る 。 成熟 した 卵 は 多量 の 卵

黄 を含み，や が て生殖体内で 他 の 雄個体よ りの 精子

に よ り受精 さ れ る。受精卵は 卵割をは じめ るが，卵

割 は 不規則で ．桑実胚 の こ ろ胚 は 生殖体内 よ り生殖

体 上 に 裸出 し，さ らに 発育を進 め ，や が て 生 殖 体上

か ら離れ る。こ の 胚 は繊毛 を もた ない の で 遊詠 を せ

ず，す ぐに 付近の 底に 落 ち る 。こ の 胚 は ほ ぼ 球形 で

あ る が，数 H後 に は 底に 粘着して 扁平 とな り，や が

て こ の 付着 した 胚 は薄い 包皮 で お お われ る よ うに な

る。こ の よ うな状態 で 夏 か ら冬 まで を過 ごす が，実

験室内 で は 飼育条件 に よ っ て は ，こ の 包皮が 破れ，

簡単なア ク チ ヌ ラ様 の 幼体が 生ず る。こ の 幼体は 4

本 の 小形 口 縁触手 と 4 ，5 本 の よ り長 い 反 口触手を

もち，数時間後は そ の 反 冂 端 で 近 くの 底 に 付着 し，

新 し い ポ リプ が 生ず る。こ の よ うな ポ リプ を飼育し

て 成体 に まで させ る こ と に は まだ成功 し て い な k・・

が ．自然 の 海 で は ，こ の 若 い 小形 ポ リ プ と成体 との

中間 的 な もの と考え られ る よ うな もの が 発見 さ れ て

い る 。

岡山県吉井川で採れ た 淡水海錦 Heterorotulα sp 、

に つ い て

益 田芳樹，高橋洋子，松本邦夫 （川崎医 大 ・生物）

On　the 　 f・esh −water 　 sP ・ nge ，　 ileter・r ・t・ ta　 sp ，

found　in　the 　Yoshiiriver　jn　Okayanla　prefecture
Yos 田 K 正 MASUDA ，　YoKo 　 TAKAHAsHI ，　KUNIo

MATSUMOTO

　 著老 らは 1978年 か ら岡 山県内の 池 お よ び三 大 河 川

の 淡水海綿の 生 息分布を 調 べ 6 属 10種 の 生息を確認

し報告 した （中 四 国支部大会， 1979年， 1980年）。
こ の うち Iieterorotuta　sp ．は 日本 で は 未記載 の 異

型 盤 属 の
一種 な の で 特徴を 記す 。

　 本種 は 昨夏，岡山 県和気町和気の 古井川 で 採 集 さ

れ た 。水 深 O．5…　1m の 石 の 裏面 に 薄層 の ク リーA

色 の 海綿体を形成 して い た 。 海綿 体 の 基部に は ユ〜

2 層 の 芽球があ り，芽球 の 形 は球形 また は だ 円形 で

大 きさ は 368〜46 エμm （平均 451μm ）。 芽球 「丁孔 は

CUP 状 で 外部 キ チ ソ 層か らや や 突 出す る。骨 片 に は

骨格骨片 と芽球 骨 片 が み られ，遊離小骨片を欠 く，

骨格骨片は や や わ ん 曲 し，両端に 向か い 次 第 に 紐1
ま り両 端は 鋭 く尖 る。両 端 部 を 除 き表面 は 微細な 棘

で 被 わ れ る 。 長 さ は 236〜354μ m （平均 3DOμ m ） で

太 さは 11〜19μm （平均 15μm ）で あ る 。 芽球骨片 は

両盤体で 中部気胞 層に 放射状 に 並 ぶ 。 軸 は ま っ す ぐ

か や や わ ん 曲 し表面 に 多 くの 微棘 が あ る。軸の 長 さ

は様 々 で 26〜58μ m で 太 さは 2．4〜3，2μ m （平 均 2．

8μm ）で あ る 。 両盤は 表面 に 多 くの 微棘を生 じ周 縁

は 細 か な鋸歯があ る 。 上 盤は 下盤 よ り小さ く，上 盤

の 径 は 王6〜 20μm （平均 18μm ），下盤 の 径 は 19〜24

11m （平均 21μm ） で ある。

　本種 の 芽球骨片 は 光学顕微鏡下で は カ ワ ム ラ カ イ

メ ン の もの と似 て い る が 異 な る 大きな 点は 本種 で は

両 盤 の 大きさが 異 な る こ とで あ る。ま た 本種 は 遊離

小骨片を もた な い 。

　以 上 の 結果 か ら本種 は異型盤属 Heterorotuiaに

属 し，オ ー
ス ト ラ リ ア に の み 生息 が 確認 され て い る

H ．　inuitidentata の 近縁種 と考 え られ る 、 和名 を マ

ツ モ ト カ イ メ ン と した。
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